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■ 議事内容  ２０２５年度３月定例教育委員会 

■ 日  時  令和８年３月１８日（水）１３：３０～１６：００ 

■ 場  所  ４階会議室４－１ 

■ 出 席 者  教 育 長 小西 博泰 

        教 育 委 員 藤本真理・石原友紀・酒井秀彦・加納昌樹 

 事 務 局 入江教育管理部長・藤井教育指導部長 

松田教育総務課長・市橋いきいき社会創造課長 

福西スポーツ振興課長・教育総務課 小畑  

■〔会議の内容〕 

１ 開会あいさつ 

・教 育 長 

 

２ 前回議事録確認 

 

（全委員一致で承認） 

 

３ 報告事項 

・令和７年度主要事業の進捗状況の説明及び教育委員からの意見聴取 

■〔学校教育課関連〕 

①「夢と希望の教育」の充実と深化【教育課程管理】 

（進捗状況） 

・３月２０日の小野東幼稚園園舎お別れ会に向けて、最終準備を進めている。 

・各学校の授業時数等を確認した結果、教育課程は、ほぼ１００％実施できる

見込みである。 

・第Ⅳ期教育振興計画については、パブリックコメントの募集が終了した。現

在、いただいた意見を計画に反映しながら、策定作業を進めている。 

  

（今後の予定） 

・２０２６年度版「夢と希望の教育」のリーフレットが完成し、印刷に向けて

最終調整を進める。 

 

②「チーム学校」を踏まえた学校組織マネジメントの強化とリスクマネジメント【危

機管理】 

（進捗状況） 

・小野特別支援学校が、令和５年度に学校安全認証校（ＳＰＳ）になって２年

目を迎え、学校安全における研究や取組が進んでいる。その取組を、市内全

 会 議 録 
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校に広めるため、各学校で発生した「ヒヤリハット」事例をまとめた事例集

を作成し、共有している。 

 

③人材育成と働き方改革【人的管理】 

（進捗状況） 

・全国的に教職員不足が課題となっているが、小野市においては、ほぼ１００％

配置できている。 

・教職員の超過勤務時間は、減少傾向であるが、全県下においてはまだ多いた

め、今後も継続して超過勤務時間数の数管理を徹底していく。 

 

④学校教育課情報 

１ 市の取組 

〇３月 ３日 校長会 

〇３月１９日 市教職員 異動内示 

〇３月３０日 小野市教職員感謝状贈呈式 

 

２ 学校の取組 

 〇３月１２日 県立高校一般入試（３月１９日：合格発表） 

 〇３月１７日 中学校 卒業式 

〇３月１８日 幼稚園 卒園式 

〇３月１８日 特別支援学校 卒業式 

 〇３月２３日 小学校 卒業式 

 〇３月２４日 小・中・特別支援学校 修了式 

◆到達度テストの結果分析とフィードバック 

 

３ 新年度の予定 

〇４月 １日（水） 小野市教職員辞令交付式 

〇４月 ７日（火） 小・中・特別支援学校 始業式 

〇４月 ７日（火） 中学校 入学式 

〇４月 ８日（水） 小学校 中学式 

〇４月 ９日（木） 特別支援学校 入学式 

〇４月１０日（金） 幼稚園 開園式・入園式 

〇４月１８日（土） 幼稚園開園記念 川島隆太講演会（幼稚園遊戯室） 

〇４月１８日（土） 旭丘中（午前） 学習参観 

〇４月２４日（金） 小野中（午後） 学習参観 

〇４月２５日（土） 小野南中（午後）、河合小中 学習参観 

〇４月２５日（土） 小学校（河合小を除く） 学習参観 

◆４月２３日（木） 全国学力・学習状況調査 
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４ 学校の状況等 

 ○２月末 ４号報告０件 累計：３９件 

 ○２月の不登校の状況 （ ）内は前年数値 

  小学校１１名（１９名）、中学校７６名（８６名） 合計８７名（１０５名） 

 

４号報告については、０件であった。累計件数も昨年度より減少している。今年

度の傾向として、いじめの件数は減少しているが、保護者対応は増えている。子

どもを中心に据えた話し合いが不可欠であるため、保護者対応は今後の課題で

ある。 

不登校については、昨年度よりさらに下回っている。引き続き、不登校の減少に

向けて取組を進めていく。 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：昨日出席された中学校の卒業式の感想をお聞きしたい。（教育長） 

Ａ：河合中学校の卒業式では、卒業生の合唱が素晴らしく、感動した。（教育委員） 

Ａ：例年、中学校の卒業式では（欠席のため）返事のない生徒がいる中、旭丘中学校

の卒業式では、全員の返事を聞くことができ、教育サポートセンターや校内サポ

ートルームの取組が成果を上げ、不登校が減少していることを実感した。当たり

前のことではあるが、非常に感動した。（教育委員） 

 

Ｑ：昨年度、タブレット端末の Googleアカウントの更新作業を行ったとお聞きした

が、今年度も更新作業を行うのか。また、８月にタブレット端末を更新予定であ

るが、アカウントは引き続き使用できるのか。（教育委員） 

Ａ：Google アカウントは、毎年、年度更新作業を行う。学年が変わる児童生徒につ

いては、移行作業を行い、卒業する児童生徒や転出する児童生徒については、外

部からアクセスできないよう凍結する作業を行っている。８月に更新するタブ

レット端末については、今の機種と同様、OSが Google Chromeであるため、ア

カウントを引き続き使用できる。新端末へのアカウント設定作業については、

納入業者が行う予定である。（事務局） 

 

Ｑ：「ヒヤリハット事例集」については、既に小野特別支援学校で作成されていると

思うが、今回はその事例集を更新するという理解でよいか。（教育委員） 

Ａ：各学校で「ヒヤリハット事例集」を作成しており、その事例集を更新し、市内全

校で共有するという意味である。（事務局） 

 

Ｑ：「教職員の勤務時間の把握及び管理及び健康管理」の健康管理とは、超過勤務者

に対する健康管理という理解でよいか。（教育委員） 

Ａ：基本的には、教職員全体の健康管理ではあるが、超過勤務に関係することから、
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産業医の受診等を含め、超過勤務者の健康管理に重きを置いている。（事務局） 

 

Ｑ：修学旅行中に生徒が亡くなる事故がニュースで報じられたが、修学旅行や自然

学校などの体験活動においては、事故防止のために最低限の安全確認を徹底す

る必要があるのではないかと考えるが、どうか（教育委員） 

Ａ：おっしゃるとおり。修学旅行や自然学校等の体験活動については、児童生徒の自

主性を妨げないよう、例えば「使用する物品は一緒に点検をする」「児童生徒の

みで行動する際は巡回を行う」等、安全確認をすることが、リスクマネジメント

に繋がると考えている。現状は、リスクマネジメントよりクライシスマネジメン

トが中心となっているため、その違いを踏まえ、今後の取組を再度検討していく

必要がある。（事務局） 

 

■〔教育総務課関連〕 

①おの幼稚園整備事業 

（進捗状況） 

・３月５日から１３日にかけて備品の搬入が行われ、完了している。 

 

（今後の予定） 

・小野東幼稚園園舎お別れ会：３月２０日（金・祝） 

・引っ越し：３月２６日（木） 予備日：３月２７日（金） 

・開園式：４月１０日（金）９時３０分～ 

 作曲者の平田あゆみ先生によるピアノ伴奏に合わせて、園児たちが園歌を初

めて披露する。 

 

②学校施設長寿命化対策事業 

●旭丘中学校 

（進捗状況） 

・体育館建替工事の進捗率は２８％で、コンクリート工事時の寒波により、若

干の遅れはあるが、全体工程への影響はない状況である。 

工事内容：基礎工事、格技場屋根・外壁塗装、グラウンド側溝改修 

 

●河合中学校 

（進捗状況） 

・校舎長寿命化工事設計業務委託の進捗率は、９０％で順調に進んでいる。 

・仮設校舎賃貸借については、３月３日に業者・学校・教育委員会の三者で、

第２回打合せを行った。 

（今後の予定） 

・３月末、５月の仮設校舎着工に際し、地域への周知回覧を行う。 
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③学校体育館空調設備整備事業 

（工事スケジュール） 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 

特別支援    済    

小野小   済     

大部小        済   

河合小   済     

来住小     済   

市場小     済   

小野東小     済   

中番小        

下東条小        

 

（進捗状況） 

・学校体育館空調整備工事設計・工事監理業務委託（その１）の進捗率は、１０

０％、学校体育館空調整備工事設計・工事監理業務委託（その２）の進捗率は、

９１％で順調に進んでいる。 

 

④ＧＩＧＡスクール端末更新事業（ＧＩＧＡスクール構想第２期「NEXT GIGA」） 

（進捗状況） 

・教師機の購入契約、特別支援学校iPad購入・通信契約、授業支援ソフト等付

帯業務委託契約の仕様書作成及び入札手続きを行っている。 

 

（今後の予定） 

・３月議会上程・本契約：３月 

・端末設定、授業支援ソフト導入に向けた協議・調整：３月～随時 

・納品・更新：８月 

 

⑤教育総務課情報 

１ 学校施設工事関係 

 ○小野東小学校空調更新工事設計業務委託 

 令和７年６月９日入札落札 ６，３８０，０００円 

 宮永建築設計事務所 令和７年６月１２日～令和８年３月１９日 

→３月１９日完了予定 

 

○来住小・下東条小学校照明ＬＥＤ化工事設計業務委託 

令和７年６月９日入札落札 ５，７２０，０００円  
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株式会社工藤建築環境設計室 令和７年７月２日～令和８年３月３１日 

→３月３１日完了予定 

 

〇小・中・特別支援学校・幼稚園 空調設備定期点検業務委託 

令和７年１２月１７日入札落札 ９１３，０００円 

不二熱学サービス株式会社 神戸支店  

令和７年１２月１９日～令和８年３月１９日 

→３月１９日完了予定 

 

 〇小野中学校格技場空調設備整備工事設計・監理業務委託 

小野中学校は、令和９年度から開始する「部活動の拠点校方式」における柔道部

の拠点校であり、重点的に格技場を使用することから、夏季における熱中症対策

のため、来夏に向けて空調設備を整備する。 

→１月３０日入札不調、３月９日入札不調、随意契約の見込み 

 

 〇中番小学校ろ材交換工事 

  プールろ過機のろ材は、５年に一度、定期的に交換を行っている。 

  →３月９日入札落札 ２，０３５，０００円 

   小林設備工業有限会社 

 

２ 学校ＩＣＴ関係 

〇小野市教育系クラウド再構築業務委託 

 令和７年１１月７日入札落札 １４，６３０，０００円 

 株式会社ケーオウエイ 北近畿営業所  

 構築期限：令和８年２月２８日 

 保守期間：令和８年３月１日～令和１３年３月３１日（５年間） 

→２月２８日完了 

 

３ 通学路関係 

 〇令和８年４月から、西脇町及び阿形町児童のバス通学開始 

※自治会からの要望による。西脇町（集合場所）から来住小学校までの通学距

離２．８ｋｍ 

  →３月１８日 試験運行 

   

  ・小野市の状況 

文部科学省の基準（小学校４ｋｍ、中学校６ｋｍ）を原則としつつ、通学距

離が概ね３ｋｍ程度で公共交通機関（ＪＲ）やコミュニティバス路線に近接

する地域では、電車やバスを利用した通学を行っている。 
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  ・近隣市の状況 

加東市・加西市は、２ｋｍ以上はバス（統合の関係で地域住民と協議し決

定）、西脇市は徒歩のみ、三木市は原則徒歩であるが、統合校は一部バス対

応。 

 

・最近の事例 

令和７年１月から、粟生町森岡地区（３ｋｍ）の児童は、徒歩通学から電車

通学に変更。 

※定期代相当額の補助あり 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：昨日の中学校の卒業式で、体育館の空調はどのような状況だったかお聞きした

い。（教育長） 

Ａ：小野南中学校は、卒業式が始まる前まで空調を稼働させていたが、体育館内が静

かだったためか、少し音が気になった。卒業式の最中は、空調を停止していた。

（教育委員） 

Ａ：河合中学校は、体育館内がとても暖かく、空調の音もそこまで気にならなかっ

た。（教育委員） 

Ａ：小野中学校は、卒業式が始まる前までほぼ最大で空調を稼働させていたが、卒業

式の最中は、「弱」運転に切り替えていた。体育館内は暖かく、式の進行に支障

はなかった。（教育委員） 

 

Ｑ：入札で決定した金額に対して、物価高騰で金額を上げてほしいといったような

要望はないか。もし、そういった要望がある場合、対処法はあるのか。（教育委

員） 

Ａ：入札は、物価高騰を見込んで金額を設計しているため、現時点では、そういった

要望はなく、対処法もない。公共工事は、年度内に完了する短期間のものが多く、

変更できる項目も限定されており、部材追加等の合理的な理由がなければ変更で

きない仕組みになっている。長寿命化改修等といった期間が長い工事については、

イラン情勢に伴う急激な物価高騰を踏まえ、どのように金額を設計するかが課題

である。（事務局）  

 

Ｑ：更新するタブレットと特別支援学校の iPadの台数に、予備機はどれくらい含ま

れているのか。また、予備機は各学校に配備されるのか。（教育委員） 

Ａ：予備機は含んでいる。予備機の台数は、児童生徒数の上限１５％までが補助金の

対象とされているが、今後、児童生徒数も減少していくことから、最低限の台数

を含めて契約している。予備機は、各学校に配備し、故障時の代替機として使用

する。（事務局）  
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■〔いきいき社会創造課関連〕 

①いきいき社会創造課情報 

〇小野市青少年育成運動推進委員会（研修会、情報交換） 

日 時：２月２６日（木）１９時００分～２０時４５分 

研修会：テーマ 「道徳を問う」 

    講 師 兵庫教育大学 道徳教育研究開発センター 

        特任准教授 檜本由広 氏 

  

○図書館 図書館３０年の歩み展示 

  期 間：３月２５日（水）～４月２２日（水） 

内 容：図書館３０年の歩みとともに、過去の予約ランキング上位作品をカウ

ンター前に展示 

 

○図書館 「思い出の花を咲かせよう」展示 

  期 間：３月２５日（水）～４月２２日（水） 

内 容：エントランスホールに何も咲いていない桜の幹を貼り、利用者に図書

館での思い出を花びらの形をした紙に書いて貼ってもらう展示 

 

○好古館 第１５回ビッグひなまつり 

  期  間：１月２４日（土）～３月２９日（日） 

  内  容：館蔵のひな人形を中心に８４組７１７体のひな人形を紹介。 

  入館者数：２月末時点 １１，２２５人（昨年度：５，１８３人）１１７％増 

  バスツアー：７９台 ２，９５８人 

 

○好古館 春の市民大茶会 

  日  時：３月１日（日）１０時００分～１５時００分 

  場  所：好古館 茶室「柳風亭」 

  参加者数：１７１人（予定数完売） 

 

○コミセンおの 春を呼ぶ ＯＮＯ ＪＩＮＹＡコンサート 

  日  時：２月２２日（日）１３時００分～１６時００分 

場  所：小野小学校 体育館 

参加者数：５００人 

 

②行事一覧 ※既に終了した事業を含む（別紙詳細） 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 
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Ｑ：青少年育成運動推進委員会の研修会に参加し、正解のない『道徳』において何よ

り大切なのは、「人のことを考える」「相手のことを思う」ことであると改めて実

感した。「考えること」に重きをおいている小野市の子どもたちには、ＡＩが普

及する現代社会だからこそ、『道徳』の学びを通じて、「考えること」「問うこと」

を深めてほしいと思った。（教育委員） 

Ａ：大津市のいじめ事件をきっかけに、いじめ法案や『道徳』が特科化された。『道

徳』は単独の授業だけでなく、学校の教育活動において「道徳心」を高めること

を目指すものであると学習要領にも記載されている。今後も引き続き、『道徳』

が教科化された趣旨を踏まえ、学校生活全体を通して、豊かな「道徳心」を育ん

でいく。（教育長） 

 

Ｑ：小野地区地域づくり協議会主催の「春を呼ぶＯＮＯ ＪＩＮＹＡコンサート」に

参加してきた。コンサートでは、小野中学校吹奏楽部の迫力ある生演奏に合わ

せて、プロの歌手が歌声を披露し、児童合唱団がプロのアカペラの方と合唱す

る等、とても盛大なステージであった。子どもたちにとって、プロの方と直接触

れ合いながら音楽をつくる機会は、なかなか得ることができない貴重な経験で

あり、心に残る素晴らしい時間になった。（教育委員） 

Ａ：子どもたちには、プロの方々直接触れ合いながら学べる「本物の体験」の機会を

作ってあげたいと思っている。（教育長） 

※：短歌についても、子どもたちの作品をプロの方に添削してもらうようなイベン

トがあるとよいのではないかと考えている。自分の作品がプロの手でより良く

なる体験をすることで、短歌をもっと身近に感じることができ、子どもたちも

嬉しく感じるのではないだろうか。（教育委員） 

 

■〔スポーツ振興課関連〕 

①学校保健体育事業の推進 

（進捗状況） 

・第２回目「なわとび検定」では、子どもたちの級が１回目より良くなってい

る。（令和７年度１回目：５．９１級、令和６年度２回目：４．５５級） 

 しかし、過去からの推移を見ると、年々低下傾向にある。原因を探るため、

一度原点に立ち返り、学校現場への訪問等も含め、改善策を検討していく。

今回の結果は、「ひまわりカード」の集計結果と併せて、各学校へ周知する。 

  

 

②第１２回小野ハーフマラソン２０２５ 

（進捗状況） 

・３月４日、第３回実行委員会を開催し、反省点や改善点等の協議を行った。 

 改善点は約１３０件出てきており、次回大会に反映させていきたいと考えて
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いる。 

 

③スポーツ振興課情報 

１ 社会体育 

○第３回小野ハーフマラソン実行委員会 

日 時：３月４日（水）１８時３０分～１９時３０分 

場 所：うるおい交流館エクラ 大会議室 

内 容：改善点、決算等の報告 

→次回開催日：１２月６日（日）に決定  

 

〇第１４回小野アルプス縦走ハイキング 

日 時：３月７日（土）受付開始９時３０分、開会１０時００分 

場 所：スタート 神戸電鉄・ＪＲ加古川線 粟生駅 

    ゴール  白雲谷温泉ゆぴか 

募 集：１月７日（水）～１月３０日（金）定員３００名 

参加費：無料（白雲谷温泉ゆぴか入浴料割引券を参加者全員にプレゼント） 

駐車場：加古川上流浄化センター（１５０台） 

→前日・当日ともに雨の予報であったため、参加者は２３１人 

 申込者数３００人（小野市民：５０人、市外：２５０人） 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：小野アルプス縦走ハイキングは、雨天の場合、順延するのか。（教育委員） 

Ａ：雨天の場合は、中止になる。今回は、前日にコースの点検を行ったが雨天だった

ため、当日の開会前にも危険箇所はないか再点検したうえで実施した。（事務局） 

 

Ｑ：「なわとび」を啓発するための何か良い方法はないか。（教育長） 

Ａ：今年度は学校現場へ赴き、直接「なわとび」の効果を伝えようと考えている。（事

務局） 

Ａ：大人の骨密度向上には、かかとに軽い負荷をかける動きが効果的で、「なわとび」

が良いと聞いている。それを子どもたちに伝え、祖父母や親を巻き込みながら、

家族ぐるみの健康づくりとして取り組んではどうか。（教育委員） 

 

４ 議案 

議案第４号 第Ⅳ期小野市「夢と希望の教育」振興基本計画の策定について（学

校教育課） 

教育基本法第１７条第２項の規定に基づき、第Ⅲ期小野市「夢と希望の教育」振

興基本計画に規定する期間の終了により、第Ⅳ期小野市「夢と希望の教育」振興

基本計画を策定する。（別紙詳細） 
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議案第５号 小野市立学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計

画の策定について（学校教育課） 

公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法第８条の規定

に基づき、学校における働き方改革の一層の推進を図り、教員の業務量の適切な

管理と健康・福祉を確保するため、小野市立学校の教職員に関する業務量管理・

健康確保措置実施計画を策定する。（別紙詳細） 

 

議案第６号 小野市立幼稚園園則の一部を改正する規則の制定について（学校

教育課） 

国の学級編制の見直しにより、おの幼稚園の１学級の幼児数を３５人から３０

人以下に引き下げ、教育の質の更なる向上を図るため、小野市立幼稚園園則の一

部を改正する規則を定める。（別紙詳細） 

 

議案第７号 小野市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制定について

（教育総務課） 

小野市教育委員会公印規則に規定する幼稚園の公印（園之印、園長印）について、

幼稚園の再編統合に合わせ、廃止及び新調の改正を行うため、小野市教育委員会

公印規則の一部を改正する規則を定める。（別紙詳細） 

 

議案第８号 小野市立市民研修センター管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則の制定について（いきいき社会創造課） 

小野市立市民研修センターの宿泊機能の廃止に合わせ、小野市立市民研修セン

ター管理運営に関する規則の一部を改正する規則を定める。（別紙詳細） 

 

議案第９号 小野市スポーツ推進委員の委嘱について（スポーツ振興課） 

小野市スポーツ推進委員の任期（２年）が、令和８年３月３１日で満了となるた

め、小野市スポーツ推進委員に関する規則第２条に基づき、新たに委員を委嘱す

る。（別紙詳細） 

 

（議案第４号～９号において、全委員一致で承認） 

 

５ 協議事項 

○令和７年度事業評価について（各課）※別紙詳細 

  ＜教育の点検と評価＞ 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、教育委員会は

毎年、教育行政事務の管理及び執行状況について、点検及び評価を行い、その

結果に関する報告書を議会に提出するとともに公表する。 
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＜教育の実践と評価＞ 

小野市では、教育現場、スポーツ・文化施設の事業、取組に関する計画と状況

を「教育の実践と評価」として報告書にまとめ、冊子を作成し、議会に提出す

るとともに、ホームページで公表している。 

 

■【教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：学校教育課の事業名が変更されているのは、なぜなのか。（教育委員） 

Ａ：令和７年度の「教育の実践と評価」の内容について見直しを行ったところ、記述

内容と事業評価における事業名に相違があったため、今回、整合性を図る目的で

修正し、内容をまとめ直した。（事務局） 

 

Ｑ：スポーツ振興課の「朝食摂取率」の数値が、昨年度と同じ数値になっている。（教

育委員） 

Ａ：再度確認し、修正する。（事務局） 

 

Ｑ：事業評価の文章形式や年度の表記が、課によって違うため、統一した方がよい。

（教育委員） 

Ｑ：「評価する」「評価できる」等の表現や数字の全角・半角を統一すると、文章が読

みやすくなるのではないだろうか。（教育委員） 

Ａ：承知した。形式や表記等を統一し、体裁を整える。（事務局） 

 

６ その他 

〇修学旅行費用の助成（令和８年度小野市物価高騰対策事業）：学校教育課 

  １.事業概要 

修学旅行は、仲間との体験を通じて社会性を育み、日本の地理や歴史を学ぶ

重要な教育活動であり、かけがえのない思い出となる「特別な遊びの場」で

もある。市では、修学旅行費の一部について補助を行うことにより、物価高

騰下における保護者の負担軽減を図り、子どもたちの教育環境の充実を図る。 

   

２.事業内容 

市内に居住する小学校、中学校、特別支援学校の児童生徒の修学旅行費につ

いて、その一部（宿泊費相当分）を補助する。 

   

【対象者】 

市内に居住する 

・小学校６年生の保護者 

・中学校９（３）年生の保護者 

・特別支援学校小学部６年生、中学部９（３）年生の保護者 
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【補助金額（上限額）】 

・小学生・・・１万円 

・中学生・・・２万円 

・特別支援学校小学部・中学部・・・７千円 

 

■【教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：対象者が「市内に居住する６年生及び９年生の保護者」ということであるが、例

えば、兵庫教育大学附属学校等、市外の小中学校に通学している児童生徒の保

護者についても対象となるのか。（教育委員） 

Ａ：市外の小中学校に通学していても、市内に居住していれば、対象となる。この助

成については、対象者全員に周知する予定である。（事務局） 

 

７ 次回定例教育委員会予定 

４月１７日（金）１３時３０分～ ４階会議室４－１ 

５月２０日（水）１３時３０分～ ４階会議室４－１ 

 

８ 閉会あいさつ 教育長 

 

 


